
施策

令和8年度施策評価シート（評価対象年度：令和7年度）
基本政策
【分野】

活気にあふれ地球環境にやさしいまちづくり
【産業・環境分野】

20_農林業
所管部長

取りまとめ所属
農地利用担当部長

農業振興課

施策の内容
農業者の持続的かつ安定的な経営を支援するため、営農継続支援や新規就農者の確保とともに、担い手への農地の集積・集約化、農道や水路
などの基盤整備、有害鳥獣対策などを推進します。
また、水源の涵養や、災害防止等の多様な機能を保全するため、間伐や作業路の整備など、森林整備を推進します。

めざす姿
農地の集積・集約化が進み、営農環境が整備され、農業者が持続的かつ安定的に農業を営むことができています。
森林資源を保全することで、水源の涵養や災害防止機能の確保が図られ、暮らしが守られています。

重点事業 地域農業経営基盤強化促進計画推進事業 農地耕作条件改善事業
農業経営基盤強化対策事業費 環境保全型農業推進事業費 有害鳥獣対策事業費
農産物ブランド化推進事業費 農業地域環境整備事業費 農村振興整備事業費
林業基盤整備事業費 ふるさとの森づくり事業費

評価

進捗評価 概ね順調 評価の
判断理由

 成果指標である農地の集積、集約化については、担い手である認定農業者の規模縮小が
あったこと等により面積が微減していますが、意向調査や協議の場を開催するなど、地域計
画をブラッシュアップすることにより担い手への集積に取り組みました。また、農道や水路
等の基盤整備については、農繁期を避けた施工や天候の影響などから、事業の一部を毎年翌
年度に繰り越していましたが、令和７年度では、過年度の事業を含めて完了することができ
ました。
 その他、有害鳥獣対策では、緊急銃猟制度に対応するための体制整備や、森林管理につい
ては、計画した間伐や枝打ち・作業道の整備等に取り組み、それ以外の事業については、個々
の取組に成果や進度等に差異はありますが、農林業施策を構成する事業全体としては、概ね
順調に進捗したものと評価しています。

施策推進上の課題･
環境変化

 農業全般にわたる課題としては、農業従事者の高齢化や後継者不足、新規就農者の伸び悩み等により、総体的な担い手が減少しています。
また、不安定な国際情勢や円安の継続等に起因する物価高騰により生産コストが高止まりし っていますが、経費の増加分を農業生産物へ価格
転嫁することが難しい状況です。加えて、温暖化や局所的豪雨等の異常気象、鳥獣被害等による農業生産への影響など、農業を取り巻く環境
が厳しさを増す中で、耕作放棄地の増大などが懸念されています。
 農道や用排水路等の整備における課題としては、工期が農閑期に限定される中で、地域や耕作者との調整や天候等の影響などにより、想定
した工期が延伸してしまう要素を抱えています。また、物価や人件費の価格が高騰し続けていることから、計画した数量や延長を施工できな
い事案も生じています。
 林業や森林整備の課題としては、国産木材の利用低迷や産業構造の変化等による林業の衰退以降、本来は個々の所有者が責任を有する森林
管理は、高齢化や相続等が影響して困難の度合いを増しており、行政の主導による適切な管理が求められています。

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

概ね順調 概ね順調 概ね順調
施策推進の方向性

方向性 継続

総評・今後の施策
推進方針

 地域農業を持続化させるためには、営農継続や多様な新規就農者の確保に向けた支援などを継続・充実化させることにより、効率的で安定
した収入が見込める魅力的な産業となり、職業として選ばれるようになることが求められており、併せて、企業や法人などの積極的な農業参
入が推進される必要があります。さらに、自然環境の保全に資する有機農業への支援や野生鳥獣等による農業被害の軽減、農業者の所得向上
に寄与する農産物ブランド化等に継続的に取り組むと同時に、令和７年３月に策定した将来の農地利用を明確化する「地域計画」をブラッ
シュアップすることにより、担い手を明確化して農地利用の最適化を推進します。
 農業生産基盤については、市内でも水稲栽培が盛んな地域の一つである下小稲葉地区の営農環境を改善するため、重点事業に位置づけてい
る「農地耕作条件改善事業」により、農道や用水路の改修整備を継続して着実に取り組むとともに、整備等が必要となる市内の農業用施設の
維持管理については、改修工事や関係資材の支給等により、地域と連携・協力して適切に取り組みます。
 森林整備においては、所有者による整備がままならず必要な間伐等が進まないことから、継続的な間伐作業やこれらの作業を効率的に行う
ための作業路等の整備等に取り組むことにより、水源涵養機能の向上や災害防止等を図ります。

成果指標
成果指標名
指標の定義

農地の集積、集約化面積

農業の担い手への農地の集積・
集約面積

施策構成事業

評価の経過
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森林施業面積

水源の森林協力協約推進事業に
より森林施業を行った面積

農道の整備延長

基盤整備により整備した農道延
長

重点事業の取組内容
事業名 地域農業経営基盤強化促進計画推進事業

事業内容
 地域の話し合いにより目指すべき将来の農業のあり方と農地利用の姿を明確にするため、農業の将来の在り方や農地一筆ごとに農業を担う
者を表示した地図を明確化した「地域計画」を策定し、担い手への農地集積を推進します。

令和7年度
計画 実績

地域計画の策定
策定した地域計画の改定、担い手への農地集

積の推進
策定した地域計画の改定、担い手への農地集

積の推進
令和7年度
取組内容

 農用地区域の10年後の耕作者や地域の課題を話し合う協議の場を開催し、当該協議の結果や農業者への経営の意向確認の結果を踏まえ、
市内７地区の改定する計画案を作成し、関係機関への意見聴取や縦覧を経て、令和８年３月に「地域計画」を改定しました。

事業名 農地耕作条件改善事業

事業内容 農地中間管理機構と連携しつつ、担い手への農地集積の推進や高収益作物への転換を図るため、農業基盤整備を実施します。

令和7年度
計画 実績

農道の整備
(下小稲葉地区)

工事
（220m）

工事
（346m）

水路の整備
(下小稲葉地区)

ー ー

令和7年度
取組内容

 農地集積に向けて大型機械による耕作作業など耕作条件改善のため、下小稲葉地区の農道整備工事を346ｍ実施しました。

重点事業以外の取組内容

令和7年度
主な取組内容

●［農業政策］新規就農者等の認定や補助金の交付等による営農継続への支援、経営所得安定対策、市民農園の管理運営等に取り組みまし
た。
 ・認定農業者１名、認定新規就農者１名の新規認定、・新規就農者への補助金交付（継続者を含む計７名）、
 ・経営所得安定対策の申請受領（計２５名）、・市民農園の管理運営（区画利用率：約77％）ほか
●［営農支援］環境保全型農業の支援や観光農業、農産物ブランド化、営農団体に対する活動の推進、農業被害の軽減に向けた鳥獣対策、谷
戸田の保全、畜産業の振興などに取り組みました。
 ・環境保全型農業直接支払交付金の交付（２名）、・鳥獣被害防止計画の見直し、・緊急銃猟制度への対応整備、 
 ・畜産業物価高騰対応費補助事業の補正予算化（R8へ繰越し）ほか
●［基盤整備］土地改良区等との連携・協力による用水路等の維持管理や地元から要請のあった農道や用水路の整備、必要となる原材料の支
給等により、農業用施設の整備や維持管理に取り組みました。
 ・相模川西部土地改良区へ事務費及び事業費の負担金、・大田地区土地改良区への補助金、・県営土地改良事業への負担金、
 ・集落道整備工事１件、・農業用用排水路整備工事８件、・農業用施設修繕工事１０件、・原材料支給２５件、・災害復旧工事３件ほか
●［森林管理］水源涵養や災害対策のための間伐作業、これに伴う森林所有者との調整、林道の維持管理・整備、木材利用の啓発に取り組み
ました。
 ・作業道整備１件、・森林整備３件ほか

532.5ha
(R3)

562.17ha 572.18ha 583.88ha 623ha

882m
(R3)

1,172m 1,432m 1,778m 2,642m

取組工程
項 目

取組工程

項 目
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